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　我が国最大の震災が発生し、各地が大きな被害を受けました。
　お亡くなりになった方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、被災された多くの方々に心よりお見舞い申し上げます。

　新年度を目前に起きた東日本大震災は、世界を一瞬にして変えてしまいました。多くの人命が失われ、膨大な資本ストッ
クが破壊されたのみならず、深刻な福島原発事故や電力不足などにより、長期間に亘って経済活動が抑制されることが懸
念されます。
　大学経営にとりましても、18 歳人口の減少という構造的な問題に加えて、学生の就職環境の急激な悪化や留学生の帰
国など様々な影響が心配されるところです。

　この様な厳しい環境下ではありますが、本学は新たな発展の基盤造りのため、「おばせキャンパスリニューアル事業」
に着手致しました。本学は九州から活力を発信するとともに、建学の理念に立ち返り、実践的な技術者を養成して、日本
の復興に貢献する決意です。

は  じ  め  に

学  校  法  人  の  概  要

Ⅰ．建学の精神
　１．建学の理念
　　 　  人間性に支えられた高度な工業技術者を広く学術の研鑽を通じて育成する
　　
　２．教育目標
　　　   豊かな人間性の錬成とすぐれた工業技術者の育成

　３．モットー
　　　   人を育て技術を拓く

　４．目的（行動する目標）
　　　  （1） 国際社会で、職場で尊敬され、頼りにされる高度技術者の育成
　　　  （2） 未知の分野に立ち向かうことの出来る気力と自信を持った技術者の育成
　　　  （3） 世界に向かって「夢」を発信する西日本工業大学の建設

　５．教育方針　
　　　  （1） 徳育を最重要課題とし、知育、体育がこれを助ける教育の実施
　　　  （2） 産業界を支える自立した実務型技術者・研究者・経営者・起業家の育成
　　　  （3） 学生の長所を伸ばすきめ細かな教育の実現

Ⅱ．学校法人の沿革
昭和27年 学校法人九州工業学園設立

昭和42年　 西日本工業大学開学　設置学部学科　工学部　機械工学科、電気工学科　定員各80名

（場所：福岡県京都郡苅田町大字新津1633番地）

初代学長　嘉村　平八　就任

二代学長　大倉　三郎　就任

昭和43年 工学部　土木工学科、建築学科を設置　定員各40名

昭和46年　 工学部　土木工学科、建築学科の定員変更　定員各80名

昭和52年 三代学長　有田　一壽　就任

四代学長　許斐　貢　就任

昭和53年　 学園分離により学校法人西日本工業学園と改称

（場所：福岡県京都郡苅田町新津一丁目11-1）

初代理事長　有田　一壽　就任
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Ⅲ．学校法人が設置する学校、付属施設等 （平成 22年 5月 1日現在）

昭和63年 五代学長　井上　順吉　就任

平成  4年 工学部 臨時入学定員増（平成4年度から平成11年度まで）　機械工学科130名、電気工学科140名、建築学科110名

平成  5年 六代学長　岡部　淳一　就任

平成  9年 工学部 編入学定員を設定　機械工学科4名、電気工学科5名を、土木工学科2名、建築学科2名

平成10年 七代学長　坂田　弘　就任

平成11年 二代理事長　入江　伸明　就任

平成12年
工学部の定員変更　機械工学科100名、電気工学科80名を110名、建築学科100名、及び臨時定員増の延長認可（平成15年度
まで）

平成14年 八代学長　坂本　正史　就任

平成15年
工学部 学科名称の変更　機械工学科を機械システム工学科に、電気工学科を電気電子情報工学科に、土木工学科を環境都市 
デザイン工学科に変更

平成16年　 工学部 情報デザイン学科を新設　定員75名、3年編入学5名

工学部の定員変更　機械システム工学科90名（3年編入2名）、電気電子情報工学科90名（3年編入2名）、環境都市デザイン
工学科60名、建築学科75名

小倉にサテライトキャンパス開設（平成18年まで）

大学院工学研究科修士課程（生産・環境システム専攻）を開設　定員10名

平成18年 学校法人西日本工業学園の所在地変更

（場所:福岡県北九州市小倉北区室町一丁目2-11）

小倉キャンパス開校

（場所：福岡県北九州市小倉北区室町一丁目2-11）

デザイン学部　建築学科、情報デザイン学科を開設　定員各75名、3年編入学2名、5名

工学部 建築学科、情報デザイン学科の募集停止

工学部入学定員の変更　機械システム工学科110名、環境都市デザイン学科40名

平成19年 工学部学科名称の変更　環境都市デザイン工学科を環境建設学科へ変更

平成20年 三代理事長　鹿田　磨樹　就任

平成21年 九代学長　菊池　重昭　就任

大学院・地域連携センターを開設

（場所：福岡県北九州市小倉北区大門1丁目5-1）

小倉学生会館を開設

（場所：福岡県北九州市小倉北区室町3丁目3－11）

工学部学科を改組　総合システム工学科（定員165名、3年編入学4名）、デジタルエンジニアリング学科（定員75名、3年編
入学2名）を設置

工学部 機械システム工学科、電気電子情報工学科、環境建設学科の募集停止

学　　校 学部・研究科 学科名 摘　　要
総合システム工学科
デジタルエンジニアリング学科
機械システム工学科 平成21年4月　募集停止
電気電子情報工学科 平成21年4月　募集停止
建築学科 平成18年4月　募集停止
環境建設学科 平成21年4月　募集停止
建築学科
情報デザイン学科

大学院　工学研究科 修士課程（生産・環境システム専攻）

情報科学センター
総合実験実習センター
大学院・地域連携センター
小倉学生会館 学生寮、食堂他

付属施設等

西日本工業大学

工学部

デザイン学部
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Ⅵ．教職員数一覧 （平成 22年 5月 1日現在）

Ⅳ．所在地一覧 （平成 22年 5月 1日現在）
施　設　名　等 所　在　地 電話番号

学校法人 西日本工業学園 〒803-8787　北九州市小倉北区室町1丁目2－11 093-563-2228
西日本工業大学おばせキャンパス 〒800-0394　福岡県京都郡苅田町新津1丁目11－1 0930-23-1491
西日本工業大学小倉キャンパス 〒803-8787　北九州市小倉北区室町1丁目2－11 093-563-2221
大学院・地域連携センター 〒803-0811　北九州市小倉北区大門1丁目5－1 093-563-3221
小倉学生会館 〒803-0812　北九州市小倉北区室町3丁目3－11 093-581-6181

Ⅴ．役員等一覧 （平成 23年 5月 25 日現在）

役　職 氏　　名 常・非常勤の別 選任区分 摘　　要
平成14年10月　理事就任
平成20年  3月　 理事長就任　

副理事長 菊 池 重 昭 常　勤 1号 (学長) 平成21年  4月　 理事就任（西日本工業大学学長）
理　　事 桑 原 豪 士 非常勤 2号 (評議員) 平成17年12月　理事就任
理　　事 西 村 韶 道 非常勤 3号 (学識経験者) 平成19年  9月　 理事就任（TOTO(㈱顧問)
理　　事 小 嶋 一 碩 非常勤 3号 (学識経験者) 平成20年  3月　 理事就任（㈱千草代表取締役）
理　　事 中 野 昌 治 非常勤 3号 (学識経験者) 平成21年  5月　 理事就任（弁護士）
理　　事 原 田 康 非常勤 3号 (学識経験者) 平成22年  4月　 理事就任（㈱ゼンリン取締役）
監　　事 永 山 猛 彦 常　勤 ― 平成22年  4月　 監事就任　
監　　事 松 田 融 非常勤 ― 平成23年  4月　 監事就任（公認会計士）

役　職 氏　　名 常・非常勤の別 選任区分 摘　　要
監　事 林 宗 義 非常勤 ― 平成23年3月辞任

【評議員】 （単位：人）

定　数 現　員
3～4 4
1 1

7～11 11
11～16 16

【役員】 理事：定数　5～7名　現員　7名、監事：定数　2名　現員　2名

平成21年度の決算承認に係る理事会開催日後の退任役員

合　計
3号　学識経験者
2号　卒業生
1号　法人職員

選任区分

理事長 鹿 田 磨 樹 常　勤 2号 (評議員)

　（単位：人）

125 （うち本務 62、 うち兼務 63）
51 （うち本務 48、 うち兼務   3）職　　員

教　　員
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Ⅷ．平成 23 年度入試の状況

Ⅶ．設置する学校・学部・学科等の入学定員・学生数などの状況 （平成 22年 5月１日現在）

（単位　人）

学　部 区　分 1 年 2 年 3 年 4 年 合　計
165 165 - - 330
75 75 - - 150
- - 112 112 224
- - 92 92 184
- - 42 42 84
- - - - -
240 240 246 246 972

204 144 - - 348
50 53 - - 103
- - 77 100 177
- - 68 88 156
- - 29 25 54
- - - 4 4
254 197 174 217 842

75 75 77 77 304
75 75 80 80 310
150 150 157 157 614

66 66 81 84 297
84 76 71 88 319
150 142 152 172 616

定　員 390 390 403 403 1,586
現　員 404 339 326 389 1,458

区　　分 合　計
定　員 20
現　員 31

専　　攻

合　　計

【学　部】
学　科　名

【大学院　工学研究科（修士）】

情報デザイン学科
建築学科

計

デ
ザ
イ
ン
学
部

定
　
員

計

情報デザイン学科
建築学科

計

機械システム工学科
デジタルエンジニアリング学科
総合システム工学科

建築学科
環境建設学科
電気電子情報工学科
機械システム工学科
デジタルエンジニアリング学科
総合システム工学科

計
建築学科
環境建設学科
電気電子情報工学科

16
10
2 年

15
10
1 年

定
　
員

現
　
員

現
　
員

工
　
学
　
部

生産・環境システム専攻

【学　部】  （単位：人）

学部・学科名 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
総合システム工学科 165 283 281 271 191
デジタルエンジニアリング学科 75 57 54 52 45
工学部　計 240 340 335 323 236
建築学科 75 100 95 94 70
情報デザイン学科 75 92 92 91 61
デザイン学部　計 150 192 187 185 131

総合計 390 532 522 508 367

【大学院　工学研究科（修士）】 （単位：人）

専攻名 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
生産・環境システム専攻 10 27 27 26 24
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Ⅹ．就職・進学の状況

Ⅸ．平成 22 年度卒業等の状況
【学部卒業者数】 （単位：人）

学部・学科 平成22年度 総数
工学部 178 14,350
機械システム工学科 77 -
電気電子情報工学科 77 -
環境建設学科 21 -
環境都市デザイン学科 3 -
デザイン学部 142 283
建築学科　 69 -
情報デザイン学科 73 -

計 320 14,633

【大学院修了者数】 （単位：人）

工学研究科 平成22年度 総数
　生産・環境システム専攻　 14 79

就職希望者比　　　　　　　　　　    93.1％（前年度91.2%）
卒業生比（卒業生数－進学希望者数） 79.4％（前年度78.4%）

○環境建設学科： 福田組、フジタ道路、大盛工業、JFEメカニカル等に　計 5名
○建築学科： 大和ハウス工業、エイブル、福田組、三晃空調、ダイサン、ノバック等に　計12名
○情報デザイン学科： 日本ペイント、サンマーク、コスモス薬品に　計 3名

2）大学院への進学状況について

計30名（前年度39名）　　※（大学院研究生2名を含みます。）
本学25名※、東北大学１名、名古屋工業大学１名、山口大学2名、早稲田大学１名

1）就職内定率について（平成23年3月31日現在）

3）大企業への内定者について（大企業の定義：資本金3億円以上及び従業員数300名以上）
○機械システム工学科： 神戸製鋼、住友金属小倉、ダイハツ九州、ＪＲ九州等に　計15名
○電気電子情報工学科： 関電工、きんでん、中電工、ＪＲ西日本、宇部興産等に　計21名



　平成 22 年度は、学園創立 60 周年・開学 45 周年事業の一環として、また新たな発展の基盤造りのため、おばせキャ

ンパスリニューアル事業に着手致しました。京築地区唯一の高等教育機関として、環境に配慮した自然共生型の教育研

究環境を整えます。

　一方、小倉キャンパスにおいても、大学院・地域連携センターのＰＣ教室整備や小倉学生会館の学生寮設備の更新等

教育研究環境の整備を実施しました。

　大学においては、日産自動車（株）やシャボン玉石けん（株）との共同研究や、北九州市とのデザインシンポジウム

の共催により地域中小企業のデザイン振興に資するなど、研究センターを中心とした産学官連携活動を推進しました。

また、地元企業、高等学校、行政を構成員とした地域人材育成機構を立ち上げ、地域と連携した人材の育成にも取り組

みました。

　以下に、平成 22年度における主な事業内容について述べます。

1）おばせキャンパスリニューアル事業

　平成 22 年 12 月、本学はおばせキャンパスリニューアル構想を公表し、当該事業に着手しました。耐震補強やバリ

アフリー未整備の既存校舎 4 棟を解体し、新本館（地上 4 階建、延床面積約 6,000 ㎡）を建設、総事業費は 15 億円を

予定しています。新本館は、地中熱や太陽光を利用する環境負荷の小さいエコキャンパスとして、学長室のほか、カフェ

テリア、大講義室や図書館などを備え、地域に開放される計画です。

　平成 22年度は基本設計まで終了、工事着工は平成 23年 11月の予定で、平成 25年 3月までの完了を目指します。

2）公開連続セミナー「デザイン・建築の現在」の開催

　平成22年７月から平成23年3月まで5回に亘って、公開連続セミナー「デザイン・建築の現在」を開催しました。毎回、

九州内外から著名なクリエイターを招き、地元のみならず長崎や佐賀の大学からも学生が詰めかけ、交流を深めました。

3）公開講座「キャリア塾」の開催

　平成 22年 9月から平成 23年 2月まで 5回に亘って、小倉キャンパス本館１階の西部ガスショールーム「hinata」で、

本学講師が塾長を務める「キャリア塾（公開講座）」を開催しました。各回、企業の方や産業カウンセラーの方など幅

広い職種から講師を招いて開催され、一般の方から他大学の学生など 50名程の方々が参加しました。

4）北九州デザインシンポジウムの開催

　地域中小企業のデザイン振興を推進するため、北九州市と本学が共催で、デザインシンポジウムが開催されました。

第 1 回目は、平成 22 年 10 月 14 日（木） 本学小倉キャンパスで、「コア技術を活かすデザイン経営」をテーマ開催、

また第 2 回目は、平成 23 年 3 月 30 日（水）に同キャンパスで「デザインと売れるしくみづくり　～マーケティング

発想で新領域を開拓する～」をテーマに開催され、各社のデザインに取り組む姿に、会場の参加者からも共感の声が寄

せられました。

5）環境 ESDフォーラム 2010 ～京築地域の自然・資源を活用した連携教育～」の開催

　平成 22 年 11 月、本学おばせキャンパスで環境 ESD フォーラムを開催しました。「工業技術者は環境教育の担い手に

なれるか」をテーマにした基調講演が行われた後、地元京築地区の小学校（３校）・高等学校（２校）、環境ＥＳＤ受講

生による地域環境活動の事例報告と、本学工学部の研究発表が行われました。

事  業  の  概  要2



6）「東アジア・環境人材育成コンソーシアム」の設立

　平成 22 年 8 月 24 日、本学は東アジアの環境問題に取り組む人材を育成するために、河海大文天学院（中国）と新

羅大学校（韓国）の 2 大学と「東アジア・環境人材育成コンソーシアム」の設立協定を締結いたしました。各大学は、

共通の東アジア環境人材育成プログラムに従って事業を実施し、環境面から「持続可能な社会・地域を創造する」環境

人材を育成します。

　
7）文部科学省「平成 22年度 大学生の就業力育成支援事業」に採択

　平成 22年 12月、本学工学部の取組が文部科学省の「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」の一環である「平

成 22年度 大学生の就業力育成支援事業」に選定されました。

　本学の申請テーマは、「企業ニーズに応じた実践技術教育体系の構築」で、現在、自動車メーカーをはじめとする製

造業企業において、その根幹をなす技術である、デジタルエンジニアリングをベースに、地元企業、自治体、高等学校

等と連携して、「デジタルエンジニアリング技術力」「人間力」「キャリア形成力」を兼ね備えた実践的専門職業人の育

成を目指します。

　
8）文部科学省「学生支援推進プログラム」について

　平成 21 年度に採択された、文部科学省「学生支援推進プログラム」を継続事業として、平成 22 年度も取り組み、

就職指導アドバイザーや学修ポートフォリオの活用、企業・ＯＢとの連携を通して、就職状況が厳しい中、昨年度より

就職率を向上することができました。

　
9）「地域人材育成機構」の設立

　平成23年3月2日（水） 本学おばせキャンパスで、地域人材育成機構の設立式が行われました。「地域人材育成機構」は、

学生が社会で生き生きと活躍し、産業に貢献できる力 ＝" 就業力 " を高めることを目指して設立、本学の教員のほか、

トヨタ自動車九州（株）苅田工場、日産自動車（株）九州工場など企業 4 社、高等学校 4 校、福岡県や苅田町など行政

担当者等、計25名の委員で構成されています。これまで取り組んできた本学の教育をさらに実践的なものにするために、

産学官が連携し、地域社会や企業のニーズとマッチした本学の新しい教育への挑戦を始めました。

　
10）デザイン学部 卒業制作優秀作品展

　平成 23 年 2 月 26 日（土）から 9 日間、リバーウォーク北九州内の北九州市立美術館分館で本学デザイン学部の第

１回卒業研究優秀作品展を開催しました。本学のデザイン学部は開設より 5 年目を迎え、学生の４年間の集大成を、地

域の方々に披露することを趣旨に開催し、学内外から高い評価を受けました。作品展終了後は、「デザイン大賞」の授

賞式が開催され、表彰状と副賞として株式会社槌絵と本学が共同で制作したオリジナルトロフィーが授与されました。

　
11）クラブ・サークル活動

　平成 22年度も次のとおり全国、九州地区の競技会で優秀な成績を残しました。

○ 硬式野球部

　 第 83 回九州地区大学野球選手権大会優勝

　 第 59 回全日本大学選手権大会出場

○ 弓道部

　 西日本学生弓道選手権大会（女子団体）優勝

　 福岡県大学選手権弓道大会（団体戦）2連覇　男女とも優勝

　 全国大学弓道選抜大会（女子団体）ベスト 8

○ バレーボール部

　 九州大学春季 1部リーグ 2連覇



財  務  の  概  要3

当期の財務の状況について、その概況を報告致します。

Ⅰ．平成２２年度　収 支 総 括 表



Ⅱ．平成２２年度　消 費 収 支 総 括 表（前年度比）



Ⅲ．貸　借　対　照　表



Ⅳ．財　産　目　録



Ⅴ．経年比較（平成１８年度～平成２２年度）





Ⅵ．主な財務比率（平成１８年度～平成２２年度）












